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研究成果の概要（和文）：　看取りケアは、改善を目標にできないため評価が難しい。さらに、高齢者本人と家族との
多様な価値観を考慮して提供することが求められる。本研究は、看取りケア経験を他者と照合させながら振り返る反照
的習熟プログラムが、看取りを理解するプロセスに与える影響を確認することを目的とした。
その結果、他者との経験の照合による看取り概念の形成プロセスは、内省の深化と事例からの普遍化を伴って生じ、経
験学習サイクルで説明しうること、看取りケア遂行意欲は、他者との対話による経験の言語化と課題の自覚化に伴い、
向上する可能性が示された。看取れる実践者の育成には、他者との経験の照合による内省促進が有効である可能性が示
唆された。

研究成果の概要（英文）：Because of the nature of end-of-life (EOL) care process in which elderly 
patients, their families, and physicians are involved with different ideas about life and death, it is 
difficult to define a single criterion for “good” EOL care. The concept of reflection originated with 
Dewey was used as a key of EOL care improvement. In addition to this key concept, the mutual validation 
step was thought to be essential. We developed Collaborative Reflection Program, in which participants 
review and learn from their end-of-life care experiences together. The participants, who were working as 
care workers and nurses in nursing homes, became confident of EOL care through the experiential learning 
cycle. The multi-institutional Program can be motivated to engage in EOL caregiving with confidence. The 
results suggest that collaborative reflection is efficient in order to maintain care professionals’ 
motivation for providing and improving EOL care.
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１．研究開始当初の背景 
１）看取りケアにおける実践上の困難 
 福祉施設の看取りケアの方針や内容は、本
人、家族、医療者、施設職員等、関係者間の
合意で決定している。施設が用いうる資源
（人、場所、医療など）を使って、その人の
望む（と推測される）生活を最期まで提供す
ることをめざしてケアを行う。したがって、
何が「正しい」ケアなのかは利用者ごとに異
なり、それを探索しながらケアを提供するこ
とになる。先の状態予測が難しく、最終的に
は死がくることを前提にしながらのケアは
不安が大きく、達成目標が不明確で援助の意
義が実感できないケア提供者も少なくない。 
 一方、看取りケア経験者の中には、最期を
見送るまでに様々な困難があっても、それに
取り組むことにやりがいを感じる人も多い。
単に経験年数や年齢の差異だけでなく、看取
りケア経験から専門的な知識・技術が生成で
き、自分なりに蓄積して、次の看取りケアに
生かせるかどうかによって、看取りケアのと
らえ方が異なると考えられる。 
 
２）振り返りをシステム化させた「反照的習
熟プログラム」 
 先駆的に看取りケアを実施していた施設
では、経験からの学びを重視し、看取り事例
の「振り返り」に取り組んできた（櫻井 2009）。
実践現場における振り返り（Reflection）は、
経験を知識に変換して蓄積し、専門家として
の成長に貢献できる手法として理論化され
ている（Shoen:1983,1987、Burns:2000、
Johns:2004）。筆者は、職員個々の振り返り
をさらに発展させ、看取りケア体制構築のた
めの知識として蓄積することをめざした「反
照的習熟プログラム」を開発して試験的に施
設に導入し、影響を評価しているところであ
る。本研究は、このプログラムを導入する施
設を本格的に拡大し、その効果の検証を進め
るとともに、施設で生成・蓄積した実践知を、
異なる施設の実践知と反照させるプロセス
を加え、成果を評価することを目的とする。 
「反照的習熟プログラム」は、①看取り終了
後、「看取りケア確認シート」への記入を通
した『内省の促進』の段階、②「検討会」を
通した職員間での『反照と共有』の段階を循
環させることによって、看取りケア実践知の
生成と組織的蓄積を促進するものである。 
 「看取りケア確認シート」は、職員による
ケアの自己評価項目として Munn らの
QOD-LTC：Quality of Dying in Long Term 
Care、Kielyらの SWC-EOLD：Satisfaction 
With the Terminal Care in End of Life in 
Dementia と、昨年度実施した特別養護老人
ホームの看取りケアの訪問調査で抽出した
課題を参考にして作成した。現在、研究協力
施設で試験的に導入しており、内省を促進す
る項目としての妥当性を検証中である。 
 
 

２．研究の目的 
 関係者間の合意に基づいてケア方針や内
容が決定される看取りケアは個別性が高く、
個別事例の経験を、共有できる知識や技術と
して生成、蓄積し、ケアの質向上に生かす仕
組みが必要とされている。本研究は、ケアを
担う専門職個人の内省としての事例の振り
返りと、組織内の専門職間の経験の共有（反
照）を組み合わせた「反照的習熟プログラム」
の導入が、プログラム参加者にどう影響する
か、確認することを本研究の目的とする。 
 
３．研究の方法 
１）単一施設「反照的習熟プログラム」の影
響評価 
 反照的習熟プログラムを導入した施設職
員が、検討会終了後のフィードバック票に記
入した自由記述の内容を分析し、看取りケア
の認識に与えた影響を質的に分析した。 
 
２）多施設「反照的習熟プログラム」の影響
評価 
 反照的習熟プログラムへの参加者の看取
りケア遂行能力が、プログラム参加の前後で
変化するかどうかを分析した。看取りケア遂
行能力自己評価は、木村の能力向上尺度
（2013）を参考にケア場面に適した表現に書
き換えて研究者らが作成したものである。 
 
４．研究成果 
１）参加施設 
 研究期間中、参加施設は 24 施設、92 事例
についてのべ 1,385 名の職員が参加した。 
 
２）単一施設「反照的習熟プログラム」の影
響 
 検討会後のフィードバック票自由記述の
内容を質的に分析したところ、参加者が看取
りの認識の変化を自覚していることが明ら
かとなった。その内容は、具体的経験が言語
化でき他者の経験と照合されたことによっ
て、自分では経験できなかった点を知り（経
験の補完）、自らの見方・考え方の特徴に改
めて気づき、実施したケア内容の評価につい
て相互に点検する機会になっていた（内省の
深化）。また、看取りケアの振り返りが、現
在の入居者のケアの改善を動機づけ、看取り
とは何かを客観的な視点で獲得することに
つながり、組織的な課題を浮上させた（事例
からの普遍化）。これらの影響は参加者によ
って多様であり、形成された内省の場によっ
ても異なる可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 



図 反照的習熟プログラムの影響 
 
 
３）多施設「反照的習熟プログラム」の影響 
関東 1 都 6 県の全特別養護老人ホーム
1,777 か所から参加希望者を募集した。その
中から特別養護老人ホーム 42 か所の介護職
71 名、看護職 35 名が、16 グループに分かれ
てセッションに参加した。グループは、職種、
年齢、性別を多様にし、相互作用を生じさせ
やすくした。 
セッションでは、自施設の看取りケア事例
紹介後、肯定的なフィードバックとケア内容
に関する情報交換を通じた内省の機会を提
供した。 
セッション終了直後に、看取りケアに関す
る認識への影響、及び内省促進の程度を評価
した。また、アウトカム評価として、セッシ
ョン１か月前後で業務遂行能力自己評価得
点を比較した。看取りケアに関する認識への
影響については、看取りケアの考え方や不安
の共通性、自施設の看取りケアの改善点、看
取りケア理念の強化について9割が肯定的に
評価した。また業務遂行能力自己評価得点
（最小 6 最大 30）の平均値はセッション前
21.4±2.9、セッション後 22.3±3.6 で、有
意な上昇がみられた（t=-2.854、p=.005）。
看取りケア経験の照合を通じた内省は、自ら
のケア業務遂行への認識を肯定的な方向に
自覚化させた可能性が考えられる。 
また、セッション当日の内省評価において、
言語化が促進された、課題が自覚化できたと
評価した人ほどケア遂行能力自己評価得点
が上昇していた。セッションの作用の内、経
験の言語化と課題の自覚化が特に、ケア改善
意欲を高める方向に作用した可能性が考え
られる。今後の検討課題が焦点化された。 
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